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1. 緒言 

 私は兄の影響で野球を始め小学生の頃から

大学４回生の春まで野球を続けていた．野球の

プレーでの様々な場面や，スポーツ全般でモチ

ベーションがプレーの結果に繋がることが多

く見られると私は考えている．自分が野球をプ

レーしてきて試合中の打撃面では平均的にど

の試合も結果を残している選手もいれば，日に

よって調子が変動しやすく，波があり毎試合結

果が大きく左右する選手もいる．そのようなあ

らゆるタイプの選手がいる中で前の打席の結

果が，次の打席の結果に繋がる選手が多いので

はないかと自分は考えている． 

そこで本研究では，前打席の結果が次打席に

及ぼす影響（結果が出せる人と、そうでない人

の違い）について明らかにすることを目的とす

る． 

 

2. 研究方法 

 研究方法としてはアンケートを作成し，本大

学の野球部員（主にレギュラーメンバー）約

20 人に，各自本人の前打席の結果次第での，

次打席の結果の良し悪しをイメージしてもら

い，イメージ上でのアンケートをとる．またそ

のアンケートの結果と，スコアブックの結果を

照らし合せる．スコアブックからとる結果は，

主に一打席目の結果を参考にし，前打席と次打

席が違う投手であってもデータを出す． 

また，B 大学硬式野球部員 2016 年度京滋リー

グ春季リーグ戦メンバーの野手 20 名の結果を

コアブックで確認し，そこから 2016 年度京滋

リーグ春季リーグ戦 10 試合を選びその中から

一人一人の打席数，打率，四死球数を出し，ま

たその中から５試合以上（１試合３打席以上）

打席に立っていて打率が３割以上ある者を A，

５試合以上（１試合３打席以上）打席に立って

いて２割以上，２割９分９厘以下を B，その他

の選手を Cとして野手 20名を区分する． 

 そこから各区分の回答者の意見を抽出して，

A・B・Cの回答者の意見の違いを出す． 

 

3. 結果と考察 

 上記で示したように，アンケート結果とスコ

アブックの結果を比較したところ，区分 Aが５

人，区分 Bが６人，区分 Cが９人となった．ア

ベレージに率を残しているＡの人たちと，その

他の区分Ｂ・Ｃとで意見の具体性によって変化

が見られた．次の打席に対する、前の打席の反

省が区分Ａの人たちの方がより具体性があっ

た．これにより結果に繋がったと考えられる． 

 

4. まとめ 

 今回の研究から前の打席の結果に対しての

考え方で，次の打席で結果を出す人と出せない

人が分かれた．前打席の結果が次打席に及ぼす

影響はこれだけではないが，前の打席に対する

考え方が要因の１つであることが分かった． 
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